
 

農村 RMO の取組の推進に向けた全国研修会 

 
１．開催日時 令和７年 10 月 22 日（水）9：00～12：00 

 

２．開催場所 赤坂ビジョンセンター及び WEB 

       東京都千代田区永田町１丁目11番28号 合人社東京永田町ビル８階 

 

３．開催方針  

（１）対象者 

多面的機能支払の活動組織及び都道府県推進組織の関係者 

   

（２）趣旨等 

 各都道府県や地域の抱える課題について、活動を推進する立場にある担当者間で

意見交換を行い、相互に有益な知見の共有等を図る。 

 

４．次第 

9:00 開会(冒頭挨拶) 全国土地改良事業団体連合会 土地改良研究所長 親泊 安次 

 

9:05 挨拶 農林水産省 多面的機能支払推進室 課長補佐 松田 賢吾 氏 

 

9:10～9:30 講演① 農村 RMO の取組みとこれから 

      ・講師：本山町まちづくり推進課  

課長補佐 和田 耕一 氏 

      ・内容：農村 RMO の取組みとこれから 

 

9:30～9:50 講演② 多面的機能活動組織と農村 RMO との連携 

      ・講師：周世美しい村づくり活動組織 

          会長 尾﨑 治男 氏 

      ・内容：多面的機能活動組織と農村 RMO との連携 

 

9:50～10:10 講演③ 農村 RMO に向けた取組について 

      ・講師：特定非営利活動法人 みんなの集落研究所 

          首席研究員 阿部 典子 氏  

      ・内容：話し合いの進め方等 

 

※ここで web 配信は終了となります。 

10:10～10:20 休憩 

10:20～12:00 意見交換会 12 グループ（５～６名）程度 

       テーマ「地域内の他組織との連携を進める上での課題と解決策につ

いて」 
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農村RMOの取組みと
これから

本山町農村みらい会議

土佐天空の郷保全会

土佐天空の郷 本山町

本山町

2

高知県 本山町の概要

❖人口 ３061人
（R7.10.1）

❖総面積 １３４．２１ｋ㎡
※山林の占める割合 91.1%

❖高齢化率 ４7．2％

❖集落数 ２４集落

❖平均気温 15.6℃

1

2
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土佐天空の郷 本山町

経営基盤は昔ながらの棚田

3

土佐天空の郷 本山町

春

4

3

4
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土佐天空の郷 本山町

秋

5

土佐天空の郷 本山町

パプリカ

原木椎茸

米

米ナス

土佐あかうし

本山町の主な農産物

しょうが 6

5

6
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土佐天空の郷 本山町

高齢化の進む農業現場

7

年齢別基幹的農業従事者数（個人経営体）

80歳以上70歳代60歳代50歳代40歳代30歳代20歳代

45694813412農業従事者数

土佐天空の郷 本山町

【多面的機能支払交付金】

組 織 ： 土佐天空の郷保全会

範 囲 ： 本山町全域

事務局：（一財）本山町農業公社

予算額： 17,833千円

農地維持 5,685千円

資源向上

（長寿命化） 8,191千円

（共同活動） 3,957千円

本山町が活用する『日本型直接支払制度』

【中山間地域等直接支払交付金】

組 織 ： 集落協定（17組織）

範 囲 ： 組織内で決定

事務局 ： それぞれの集落協定

予算額 ： 49,410千円

※ １７組織の面積・取組み

ごとに配分

【環境保全型農業直接支払交付金】

組 織 ： 3団体

（有機２件、堆肥１件）

範 囲 ： 組織内で決定

事務局 ： それぞれの組織

予算額 ： 4,237千円

8

7

8
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土佐天空の郷 本山町

本山町が農村RMOに取り組む

『きっかけと目的』

農用地の保全

生活支援
地域資源

の活用

9

土佐天空の郷 本山町

本山町農村みらい会議

【総 会】

(1) 規約の制定及び改廃に関すること。

(2) 事業計画に関すること。

(3) 事業報告に関すること。

(4) 役員の選任に関すること。

(5) 会議の解散

(6) その他重要な事項に関すること。

【会議推進員】

住民参加のワークショップを開催し、広く意見を集約して、将
来ビジョンを策定し、総会へ提案する。

【役員・構成員等】
会 長 澤田和廣
副 会 長 高橋清人
監 査 川村隆重 ・ 畠山憲明

事 務 局 本山町まちづくり推進課
事務局長 田岡 明

【構成組織】
一般財団法人本山町農業公社 ／ 社会福祉法人本山町社会福祉協議会 ／ 土佐天空
の郷保全会 ／ 本山町内で組織する集落活動センター ／ 本山町内で組織する集落
協定 ／ 本山町内で組織する集落営農団体 ／ 本山町役場

【サポートチーム】
（高知県）

農業政策課、地域支援企画本部、嶺北農業改良普及所

（町）
まちづくり推進課サポート

10

ビジョン
提案

9

10
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土佐天空の郷 本山町

【ワークショップの進め方と将来ビジョンの策定】

（ワークショップの進め方）

① キックオフイベント（講演会）

↓
② 第１回 ワークショップ

テーマ「理想の本山町を考える」

↓
③ ３つのテーマに整理

↓

④ 第２回 ワークショップ
「何のために」「どんな事を」「いつ頃に」
「誰が実施する」

↓

④ 第３回 ワークショップ
実証内容の骨格を確認
「重要度」と「緊急度」の2軸で意見収集
将来ビジョンのキャッチフレーズ決定

11

土佐天空の郷 本山町

【将来ビジョン】

12

将来ビジョンの内容を
提案する会議推進員

キャッチフレーズ ： 「人から人へ未来につなげる本山町」

（実証の骨格）

11

12
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土佐天空の郷 本山町

取り組み内容緊急性・重要性

農業で食べていける仕組みづくり

人材バンク（助っ人）の仕組みづくり

農業機械の共同化（レンタル）の仕組みづくり

農地保全の取り組み

地域のまとまり、交流する場づくり

緊急性が高い

重要性が高い

研修、農業を教える場づくり

草の再利用の仕組みづくり

防草対策の仕組みづくり

貸し農園の仕組みづくり

緊急性が低い

重要性が高い

【具体的に実証する内容】

13

取 組内 容緊急性・重要性

美しい景観の情報発信の取り組み

河川、棚田近くの伐採更新の取り組み

アウトドアの町SNS発信の取り組み

情報ネットの整備

産業振興センター（四季菜館）の利用検討

交流の場づくり

緊急性が高い

重要性が高い

観光拠点、案内所の設置

泊まる場所の整備

第二の汗見川集落活動センターづくり

ガイドさんづくり

花木を川沿いに植栽する取り組み

登山道の整備

観光放牧の取り組み

温泉施設の整備

冬のアートイベントの開催

緊急性が低い

重要性が高い

バギーコースの整備

レンタカーの設置

ふれあい牧場の整備

緊急性が低い

重要性が低い

取 組内 容緊急性・重要性

お仕事バンクの仕組みづくり

住宅バンクの仕組みづくり

情報ネットの整備

産業振興センター（旧四季菜館）の利用検討

交流の場づくり

高齢者、障害者の買物支援

障害のある家族が集える場所、相談の場づくり

緊急性が高い

重要性が高い

（教育）地域学習の取り組み

資源活用リサイクルの取り組み

このワークショップを各地域に周知する取り組み

各集落の公民館機能強化の取り組み

緊急性が低い

重要性が高い

（農地保全） （地域資源の活用）

（生活支援）

土佐天空の郷 本山町

【令和４年度】

交付金 1,825,472円

「将来ビジョンの策定」

会議推進員（９名）の選定

持続可能な地域社会総合研究所

藤山氏の講演

ビジョン作成のワークショップの開催

桜の木現地踏査

農地の未来予想図作成

刈払講習会

など

【令和５年度】

交付金 10,289,040円

「農用地保全」

ブランド米販売促進活動、農産物商談会参
加、農業機械共同化に向けた仕組みの検討

「地域資源の活用」

景観を保ちつつ、草刈の軽減となるよう芝
桜を植栽できた。また、交流人口の増加を
目指し、イベント開催（４回）に繋げた。

「生活支援」

ＳＮＳの勉強会でお仕事バンクの設立に向
けた意見交換の開催し、関係者間で理解を
深めた。直販所へ集出荷支援実施。

【令和6年度】

交付金 17,579,000円

「農用地保全」

スマート農業の活用（用水路管理）、畦畔
防草対策、ブランド米販売促進活動、農
業機械共同化に向けた仕組みの検討。

「地域資源の活用」

交流イベントの開催、自然を活用した場
所づくり、市街地の活性化の取り組みを
実施。

「生活支援」

高齢農家の野菜などを直販所へ集出荷
する支援を実施。

【農村型地域運営組織形成推進交付金】

３年間の総額 29,874,185円 ※事業対象外経費180,673円含む

【交付金の流れ】

14

13

14
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土佐天空の郷 本山町

【実証活動】

②センチピートグラス吹付

②畦畔の焼却

①芝桜の植栽

一年後の現地

雑草の生命力が強く芝桜は失敗

畦畔の防草対策

15

土佐天空の郷 本山町

【実証】

防草対策
（実施前）

防草対策
（実施1年後）

畦畔の防草対策

15

16
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土佐天空の郷 本山町

【実証活動】 スマート農業の取組み

電波網
（LPWA）
構築

17

土佐天空の郷 本山町

【ブランド米 土佐天空の郷の生産】

R8～ 牛糞ペレットの活用開始 （土佐天空の郷）

【効果】 地力の回復 ・ 生産コスト削減

【本山町堆肥センター】

R6 四国初の牛糞ペレットの生産設備完成

R7 牛糞ペレットの製造調整

R8 牛糞ペレット販売開始（JA）

土づくり

稲わら

土佐

あかうし

牛ふん

ペレット

地域循環型農業の取組み

土佐天空の郷
生産

【畜産農家】

堆肥処理の負担軽減、稲作農業との連携

18

17

18
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土佐天空の郷 本山町

農業機械の共同利用（レンタル）取組み

19

土佐天空の郷 本山町

地域資源の活用・生活支援

農産物直販所「本山さくら市」を中心にイベントを開催 イベント開催で交流人口の拡大

地元高校生の商品開発

景観づくり お仕事バンク勉強会

19

20
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土佐天空の郷 本山町

【本山町農村みらい会議の継承 と これから】

本山町農村みらい会議
（目的）
担い手の高齢化による集落の衰退や農地の放棄を防ぎ、

農業生産活動の持続性を確保することを目的に強固な共
同体制を築き、将来にわたって農業生産活動が継続され
るような体制を強化します。また、多様な組織の参画を促
進し、地域全体の持続的な発揮に貢献すること目的としま
す。

（事業計画）
１、農業機械共同利用（本山町機械銀行）の実施
２、ブランド米の振興（土佐天空の郷）を支援
３、地域農産物の付加価値販売を目指す活動を支援
４、棚田を活用した関係人口構築

（棚田散策ツアーなど）する活動を支援
５、地域農産物を活用した加工品開発
６、その他

拠出

年間
約800万円
（試算額）

大石集落協定
吉延集落協定
高角集落協定

下津野集落協定
古田・権代集落協定

松島・木能津集落協定
助藤集落協定
上関集落協定
下関集落協定
日浦集落協定

栗ノ木集落協定
内野集落協定
坂本集落協定
屋所集落協定

瓜生野集落協定
七戸集落協定

沢ヶ内集落協定

中山間地域等直接支払交付金
を受ける

町内全１７協定

土佐天空の郷 本山町
【地域農業の再編】

基盤整備 新規就農者及び農業法人受入 農業公社の発展 園芸用ハウス整備
集出荷場・加工場の整備 研修ハウスの整備 など

【農地保全】
① 防草対策
② デジタル技術を活用した用水路管理
③ 農業機械のレンタル
④ ブランド米の振興（土佐天空の郷）
⑤ 堆肥を活用した地域循環型農業

【地域資源の活用】
⑥ 本山さくら市の維持発展
⑦ 直売所・棚田を活用した関係人口構築
⑧ 美しい景観づくり
⑨ 地域農産物を活用した加工品開発
⑩ 農産物の付加価値販売

【生活支援】
⑪ 野菜集出荷
⑫ 雇用創出（お仕事バンク）

本山町農村みらい会議
（農村RMO R4～R6実施）

❶ 本山町農村みらい会議
中山間地域等直接支払制度 ネットワーク R7～R１１

【農地保全】
③ 農業機械のレンタル（維持・拡充）
④ ブランド米の振興（土佐天空の郷）

【地域資源の活用】
⑦ 直売所・棚田を活用した関係人口構築
⑧ 美しい景観づくり
⑨ 地域農産物を活用した加工品開発

❹ 高知県・本山町
第２世代交付金 R7～R11 

【新規】
農産物の付加価値販売（商談会参加等）
鳥獣害対策（防護柵・電柵設置） など

【農地保全】
① 防草対策
② デジタル技術を活用した用水路管理
④ ブランド米の振興（土佐天空の郷）

農道拡幅整備
水路管理道整備

【地域資源の活用】
⑥ 本山さくら市の維持発展
⑦ 直売所・棚田を活用した関係人口構築
⑩ 農産物の付加価値販売

【生活支援】
⑪ 野菜集出荷
⑫ 雇用創出（お仕事バンク）

➋ 本山町畜産環境対策協議会
環境保全型農業直接支払交付金 R7～R11

【農地保全】
⑤ 堆肥を活用した地域循環型農業

❸ 土佐天空の郷保全会
多面的機能交付金 R7～R11

【農地保全】
⑤ 堆肥を活用した地域循環型農業

Jクレジットの推進

❺ 本山町
花のまちづくり基金 R7～

【地域資源の活用】
⑧ 美しい景観づくり(芝桜の植栽 等）

※令和４～６年度に実施した事業（農村RMO）
は各団体に継承し横展開を計画している。

❻ 高知県・本山町
農地中間管理機構関連農地整備事業・農地耕作条件改善事業

園芸ハウス整備事業・産地生産基盤パワーアップ事業

儲かる
農業を実現

22
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目 次
１．周世地区の位置

２．周世地区の概要

・農用地の利用状況、地域活動、組織

・周世土地利用組合の活動 等

３．周世美しい村づくり活動組織の状況

（多面的機能支払交付金活動組織）

４．農村RＭOとの連携

５．最後に

3

アサギマダラ

圃場整備後の農地

陣たくんが
紹介します

周世地区

【凡例】
集落境界

4

兵庫県の南西部に位置
し、市中央を千種川が
流れている。瀬戸内海
に面し、気候も温暖で
雨量が少ない瀬戸内海
型気候で、城下町とし
て発展。令和元年に
「塩の国」として日本
遺産に認定。
・面 積：126.85㎢
・世帯数：20,603戸
・人 口：43,594人

赤穂市

赤穂市の北西部に位置
し、地区の南には二級
河川千種川、北には高
雄山があり、自然豊か
な地域である。古墳も
あり古くから、農業が
営まれていた地域であ
る。近年は、少子高齢
化が顕著で後継者育成
が課題になっている。
・面 積：460ha
・世帯数：74戸
・人 口：23１人

周 世

3

4
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◆面積 約460ha 人口 231人 世帯数 74世帯

◆概要
周世地区は、赤穂市北部の市街化調整区域でJR山陽本線有年駅

とJR赤穂線坂越駅の間に位置し、圃場整備も完了（平成元年）

した農業振興地域である。

農用地の施設管理や概要農村の良好な環境を保全するために平成
19年度から「農地・水・環境保全向上対策」に取り組み、地域ぐ
るみで地域資源の保全活動を実施しているが、農地の33haは、圃
場整備後40年が経過し、施設の老朽化が進んでいる。また、山間
部の田畑は、引水や不整形地等の耕作困難地であるため耕作放棄地
が発生するとともに、従事者の高齢化と後継者不足が大きな課題と
なっている。

2地区にまたがる赤穂市の自然環境活用・保全エリア内の「赤
穂ふれあいの森」は、地域の活性化や環境保全を創出する施設であ
るが、施設の老朽化や維持管理に従事する人数の減少や高齢化によ
り維持管理が困難になってきている。これらの背景には、人口減少
や少子高齢化が進み、空き家の増加や過疎化、農業従事者の後継
者・人材不足があるが、農用地保全や高齢者が安心して暮らせる環
境づくりが課題となっている。

そこで、農村RMO事業を活用し、周世地区・有年横尾地区の組
織を統括再編し、連携する組織体を形成し、農用地保全・地域資源
活用・生活支援に取組む体制を整備すべく取り組んでいる。

5

（R5.1.1時点）周世地区地籍

地籍（㎡）筆 数登記地目

60,557.29 167宅地

399,920.73 401田

48,843.89 185畑

27,564.47 35原野

3,506,713.47 575山林

565,504.48 657その他

4,609,104.33 2,020 計

■地区人口の現状と推移

6
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周世・有年横尾地区人口推移（予想）

周世地区 有年横尾地区

資料：国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」より按分
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■遊休地・空き家

7
山田地区

新山田地区水木原地区

空き家

・未利用地や遊休地が増加
・シカやイノシシの隠れ場所となる
・立派な和風家屋の空き家

周世地区全景

⼭⽥地区

圃場整備済

⽔木原地区

新⼭⽥地区

■赤穂ふれあいの森の主な施設

8

高雄山荘 験行寺

展望台

かぶーん

7
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■地域の行事・活動によるコミュニティー形成

9

・元旦登⼭
・とんど祭り
・親睦旅⾏
・ふれあい納涼祭
・地蔵盆
・銀杏祭り
・道つくり
・秋祭り（獅子舞）
・⿊⾖収穫祭
・落花生収穫祭
・もみじ祭り
・しめ縄づくり

・地域環境整備
（溝掃除、堤防の草
刈り、登⼭道の草刈り、
ふれあいゴミ拾い、百
歳体操）

元旦登山 黒豆収穫祭 落花生収穫祭

秋祭り
もみじ祭り

道つくりふれあい納涼祭 堤防の草刈り

親睦旅行

とんど祭り
百歳体操

■周世ふれあい市場企業組合

○昭和63年 生活研究グループ会員13名で無人青空市場を始める
○平成11年7月 「周世ふれあい市場」発足

組織：40名（生活研究グループ中心に立上げ）
施設：旧集落センターをリフォーム

○平成15年10月 新しい周世ふれあい市場竣工

木造平屋建て １棟113.36㎡ 事業費35,000千円

○平成16年9月 台風21号の被害を受ける
○平成18年10月6日 「周世ふれあい市場法人化」

組織名：「周世ふれあい市場企業組合」
組合員：２２名
出資金：１９８万円

○平成21年 全国直売所甲子園2009に参加
○平成24年 赤穂市学校給食の味噌づくりを開始
○平成30年 おひさまマーケット開催
○令和5年 赤穂市学校給食への納品終了

【現在の体制】
・スタッフ13名（地区内6名、地区外5名、男性2名）
・主な事業：農産物加工品、手作り食品事業、農産物直売事業
・開催日時：毎週日曜日、木曜日 午前8時から午後4時
・開催場所：周世ふれあい市場

10

H18.9.8 神戸新聞
☆農村女性起業で県下
初の企業組合誕生！

高齢化が進む農村地域の「福祉コ
ミュニティビジネス」開拓

9
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事業内容

 ３部門あります。

①直売所部門

②喫茶部門

③仕出し部門

 集落の高齢者が気軽
に食べれる「真心価
格」です。

11

①直売所部門 ③仕出し部門②喫茶部門

圃場整備事業

12

昭和50年航空写真

令和5年航空写真

【事業概要】
事業名： 周世地区土地改良事業
施工期間：昭和58年度～平成元年度
施工面積：32.8ha
事業費： 255,220千円
農家戸数：73戸

周世集落営農センター 記念碑

11

12

-18-



■周世土地利用組合の活動

13

・圃場整備完了年度︓平成元年
・事業⾯積︓約33ha（内21ha）
・組合員︓69名
・作付け品種、⾯積

⽶︓12.9ha、小⻨︓11.1ha、
⼤⾖︓4.2ha、⿊⼤⾖︓0.9ha

・所有農機具︓コンバイン ２台
トラクター ３台
⽥植え機 ２台 他

・令和６年度会計
収入総額 約27,082千円
支出総額 約25,642千円
繰越利益 約43,872千円（資産含む）

・施設の維持管理
多⾯的機能支払交付⾦

・商品開発
⻄播磨ブランド
育成・創造支援事業

圃場整備完了地区

事業展開のフィールド

令和7年度多面的機能支払交付金
対象面積（3,261a）

■農地維持・資源向上（共同）交付金1,565,280円
■資源向上（長寿命化） 交付金1,046,781円

・機能診断
・溝掃除、除草剤散布
・堤防の草刈り（外来種駆）
・堤防の草焼
・生物調査
・水門の操作、点検
・鳥獣害策の設置、修繕
・水路の目地補修
・農道舗装
・水路改修
・田んぼダム

【構成員】
（農業者15名、以外57名、営農組合）

【目 標】
地域住民が協力して農業用施設の管理や
補修、あるいは生き物調査や田んぼダム
への参画などによって農用地の多面的機
能の発揮を促進する。

活動内容

自治会
子供会

周世ふれ
あい市場

消防団

老人クラブ

営農組合

活動組織

３．周世美しい村づくり活動組織

（赤穂市周世）

13
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施設の点検 獣害柵周辺の除草 ゲートのグリスアップ 畦畔の補修

水路の泥上げ 生物調査(小学生ほか) 遊休農地対策（弾丸暗渠） 水路周辺の草刈り(7月,11月)

田んぼダムせき板設置水路の目地補修 暗渠排水補修 水門の操作・点検

有年横尾地区

周世地区

ふれあいの森

【凡例】
集落境界
ふれあいの森

【市制施行】
昭和26年

【面積】
126.85㎢

【人口】
43,922人

【市の花】
ツツジ

【特産品】
塩、みかん、
牡蠣、菓子

周世・有年横尾事業計画区域 面積:697ha  世帯数：316世帯

16

塩の国

15
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【課 題】
人口構成：少子高齢化、人口減少
農 業：後継者、老朽化、機械化
農 村：伝統の継承、行事の実施
自 然：環境保全、防災 等

【キーワード】
人口対策、人材育成、空き家、店舗、買い物弱者
自然環境・保存・保全、観光資源、防災対策、創造
ふれあい、コミュニケーション、生きがい、交流、
農地の維持管理、後継者、担い手、ブランド、6次化
地産地消、スマート農業、AI、DX、持続可能な社会、
伝統継承、歴史・文化遺産、インフラ整備、参画、土
地の有効利用、役割分担、愛着、繋がり、豊かさ

『周世地区の既存組織』
・周世地区「人・農地プラン」検討委員会
・周世土地利用組合（集落営農組織）
・周世ふれあい市場企業組合
・周世美しい村づくり活動組織

（多面的機能支払交付金活動組織）
・自治会
・老人会
・女性会
・消防団
・獅子舞保存会
・PTA（幼、小、中）等

豊かな郷づくり協議会（仮称）

自然 生活

歴史農業文化

行事

伝統

コミュニティ

■周世地区農村まちづくりに向けて

フィールド

事務局（会⻑、副会⻑、事務局⻑）

農業企画班

赤穂ふれあいの森班

生態系保全班

地域コミュニティ班

憩いの場づくり班

農業施設班

農用地
保全部

地域
資源

活用部

生活
支援部

《ＲＭＯ事業での取組》

・農用地利用の将来計画策定
・組織再編・法人化計画策定
・ブランド化計画策定
・生産・加工・販売拠点施設整備計画策定
・人材育成・養成計画策定
・スマート農業の導入技術の選定

・赤穂ふれあいの森事業・管理・運営計画策定
・赤穂ふれあいの森HP作成
・パンフレット作成
・散策マップ更新

・周世生態系マップ作成
・生態データ調査
・生態系生物調査・保全計画策定
・PRイベント実施

・地域HPや情報伝達実証
・地域情報伝達計画策定

・憩いの場計画策定（空き家活用等）

・ストックマネジメント計画作成

令和5年２月 周世地区の未来像検討

ワークショップの状況

20
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■豊かな郷づくり協議会のスタート（農村地域運営組織：RMO）

《農村RMOとは》

〇地域運営組織（RMO: Region Management Organizationの略）

地域の暮らしを守るため、地域で暮らす人々が中心となって形成され、地域内の様々な関係主体が参加する協議組織が定めた地域経営の指針に基づき、
地域課題の解決に向けた取組を持続的に実践する組織。（例）○○まちづくり協議会、○○地域づくり協議会、○○地域協議会、○○地域運営協議会等

〇農村型地域運営組織（農村RMO）

複数の集落の機能を補完して、農用地保全活動や農業を核とした経済活動と併せて、生活支援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う組織。
（※農村RMOは、RMOの一形態と整理）

※複数の集落による集落協定や農業法人など農業者を母体とした組織と、自治会、社会福祉協議会など多様な地域の関係者とが連携して協議会を設立

※全国での取組状況
R5着手：28地区
R6着手：30地区
R7着手：35地区
（令和７年９月現在）

21
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スマート農業の導入により効率化や省力化に努め、自助・共助による農村の継続を目指す。情報伝
達システムや古民家利用による円滑なコミュニティが図れる地域社会の形成を目指していく。
＃組織の法人化 ＃スマート農業の導入 ＃人材育成 ＃地域資源の保全 ＃地域版情報伝達のデジタル化 ＃古民家・遊休地の利活用

農村ＲＭＯモデル形成支援 周世・有年横尾地区 豊かな郷づくり協議会（兵庫県赤穂市）
すせ あこうし

（事務局名）
豊かな郷づくり協議会

（地域の範囲）
その他（２集落）

（土地面積（R5.4月時点））
697ha

（農地面積（R5.4月時点））
55ha

（世帯数（R5.4月時点））
316戸

・周世自治会
・有年横尾自治会
・周世土地利用組合
・周世ふれあい市場組合
・赤穂ふれあいの森運営管理組合
・周世美しい村づくり活動組織

・多面的機能支払交付金
・西播磨ブランド育成・創造支
援事業

構成員

対象地域

活動に関連する他の施策

兵庫県
赤穂市

R6着手

目指す方向性(将来ビジョンより)課題に対する対応方針現状と課題

 農地を大規模化し、スマー
ト農業導入による省力化。

 ６次産業化確立のために、
農業関連団体の連携による
持続可能な組織の構築。

 組織経営の安定化を図るた
めの特産品の開発。

 「地域計画」作成を通じ、農地集
約化や将来の農地利用の姿を明確
化し、土地利用組合の組織強化や
法人化に向けて着実に進める。

 スマート農業導入や生産ノウハウ
のマニュアル化等により、持続可
能な組織や運営を構築する。

 農地は、ほ場整備後40年が経過し、
老朽化が進み維持管理に多額の費
用と人手がかかっている。

 後継者不足や高齢化による農業経
営組織の弱体化、設備投資や維持
管理資金確保等の要因により継続
性に不安がある。

農
用
地
保
全

 赤穂ふれあいの森の施設等
の活用・維持管理・運営の
システムと体制を構築。

 地域の魅力を情報発信し、
イベント等を通じて、豊か
な地域資源を保全しつつ、
集客事業を展開。

 「赤穂ふれあいの森」の現状把握
を行い、利活用しやすいシステム
と体制を構築する。新規の魅力あ
る事業を展開しつつ、自然環境や
地域資源を保全していく。

 生態系調査により、地域資源とし
て保全・繁殖の地盤を形成する。

 「赤穂ふれあいの森」の利用者は、
コロナ禍と比較して戻りつつある
ものの、施設の老朽化等による安
全性確保や魅力低下に課題が残る。

 土地開発の影響等により、蛍や水
生生物等の減少がみられ、生態系
の形成が崩れている。

地
域
資
源
活
用

 日常生活の利便性向上や地
域活動、災害対策等を効率
的に伝達する手法として、
地域版のデジタル化を実現。

 古民家や未利用地を利活用
し、地域の交流拠点や憩い
の場を創出。

 地域の営農活動、行事予定等をデ
ジタル化や地域版カレンダーによ
り情報発信し、住民参加を促す。

 古民家を利活用した地域拠点や憩
いの場によるコミュニケーション
の向上を図り、地域で楽しく生活
ができる共生社会づくりを進める。

 少子高齢化と人口減少により、未
利用地や空き家が増え、地域の活
力や地域活動が低下してきている。

 人材不足やコミュニケーション不
足により、高齢者が安心して暮ら
せる環境づくりが課題となってい
る。

生
活
支
援

『豊かな自然、歴史、文化につつまれ 笑顔と活気があふれる郷』を目指し、農村の暮らしを楽しくす
る仕組みをみんなで考え、活動し、汗を流して、喜びあえる地域形成に取り組んでいきます。

推しポイント

取組内容

うねよこお さと

■事業費

・令和6年度：5,343万円
・令和7年度：6,480万円

全体プロセス（取組実績とその効果）

３年目（令和８年度）２年目（令和７年度）１年目（令和６年度）

・（３年目以降に記載）・（２年目以降に記載）・ワークショップや各班会議を開催し、将来ビ
ジョン策定を通じて、地域の課題や魅力が明
らかとなった。また、地域住民相互のコミュ
ニケーションが深まったことにより、団結力
が強まり、活動の方向性が定まった。

取
組
の
総
括

・（３年目以降に記載）・（２年目以降に記載）・農用地利用の将来計画の策定。
・年間を通じた収益確保のための特産品開発。

⇒組織強化のための勉強会や後継者育成のた
めの人材育成を実施した。特産品開発とし
て、ニンニク、シイタケ栽培に取り組んだ。

農
用
地
保
全

・（３年目以降に記載）・（２年目以降に記載）・赤穂ふれあいの森活性化に関する取組。
・生態系や環境との共生のための計画策定。

⇒対象地域の施設状況を調査し、補修・保全
計画や、調査対象となる動植物の特定及び
実態と、その保全計画の検討が進んだ。

地
域
資
源
活
用

・（３年目以降に記載）・（２年目以降に記載）・情報伝達のデジタル化の実施。行事・農作
業等を掲載した地域版カレンダーの作成。

・古民家、未利用地の利活用法の方針策定。

⇒電子回覧板や地域版HP作成できた。また、
古民家活用に向けた体制等の検討を行った。

生
活
支
援

１－２

豊かな郷づくり協議会（兵庫県赤穂市）

事務局
（会長 1名、副会長 2名、事務局長 1名、監事 2名）

農業企画班

赤穂ふれあいの森班

生態系保全班

地域コミュニティ班

憩いの場づくり班

農業施設班

農用地
保全部

地域
資源

活用部

生活
支援部

《各班の取り組》

・農用地利用の将来計画策定
・営農組合の組織強化
・6次産業化、法人化計画策定
・生産・加工・販売拠点施設整備計画策定
・人材育成・養成計画策定
・スマート農業の導入技術の選定
・圃場管理システム作成
・ストックマネジメント計画作成
・ブランド化の実証
・新商品開発

・赤穂ふれあいの森の管理・運営計画策定
・赤穂ふれあいの森HP作成
・パンフレット作成
・散策マップ更新

・生態データ調査
・生態系マップ作成
・生態系生物調査・保全計画策定
・PRイベント実施

・地域HPや情報伝達実証
・地域情報伝達計画策定
・地域版カレンダー作成

・憩いの場計画策定（空き家活用等）

特産物開発班

スマート農業班

23
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25

農用地保全部

26

地域資源活用部 生活支援部活動状況

リモコン草刈機実習

パソコン研修会

ドローン操作・実習 デジタル研修

先進地研修

赤穂ふれあいの森構想

景観整備

機械操作人材育成

新商品開発（ニンニク）

古民家利用（事務局）
新商品開発（シイタケ）

デジタル化検討会

25

26
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■生活支援部

【参加団体】
自治会、営農組合、消防団、法人会、
獅子舞保存会、豊かな郷づくり協議会（RМO）

【参加人数】131名
【活動内容】

例 会：1回/月 第3金曜日
勉強会：1回/2か月（6回開催）

【利活用展開】
①電子回覧板
②行事出欠届
③防災訓練
④地域内資料整理書庫
⑤ホームページ
⑥買い物助けたい
⑦施設予約システム

地域コミュニティ班の取り組み

ア
プ
リ
の
利
活
用

憩いの場班の取り組み

古
民
家
の
利
活
用

【利活用展開】
①事務局
②地域拠点交流センター
③飲食・喫茶コーナー
④各種団体事務所
⑤郷土資料館
⑥農業体験拠点
⑦加工場

昔の農機具

談話室

事務室

野外広場
（喫茶・バーベキュー等）

【活動内容】
住民アンケート調査、
耐震診断、活用計画、
他都市視察等

エネルギー
・太陽光・小水力

教 育
・農業体験・栽培実習
・産学連携・生涯学習

医療・福祉
・買い物、宅配支援

・通院支援・健康教室

農村体験
・宿泊型農業体験
・交流農業

観 光
・DMO・収穫体験・新幹線
撮影ｽﾎﾟｯﾄ・高雄山縦断
・地域の宝物

営 農
・法人化・圃場整備・スマート農
業・ブランド化商品開発・商談会
・６次産業化・農福連携

むらおこし
・交流拠点整備・伝統行
事・芸術、文化の祭典

生活支援
・情報伝達のシステム化
・お困り助け合い

地域スポーツ
・部活支援・⼤会開催

景観保全
・里山整備・生態系マッ
プ・外来種駆除・堤防の
草刈り・竹チップ

赤穂ふれあいの森
・施設管理・散策道整
・森林浴・紅葉狩り

国・県・市の
サポート

（制度の活用）

豊かな自然と共生し 安全安心の郷づくり
により 集落に元気をつくる

・熱意・情熱・行動
・地域愛・絆・楽しさ

地域住民の
参加・協力

幸福度、満足度

ウェルビーイング

目 的

関係人口増

災害対策
・流域治水・田んぼダム

27
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29

ご清聴ありがとうございました

29
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・農村 RMO と活動組織等が連携して地域の活性化等に貢献

を図っているモデル事例 

・活動組織と外部をつなぐマッチングサイト（PR） 
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〇
本

山
町

は
、

高
知

県
北

部
の

四
国

山
脈

の
中

央
部

に
位

置
す

る
中

山
間

地
域

で
あ

り
、

昔
な

が
ら

の
棚

田
が

経
営

基
盤

。

○
農

業
者

が
減

少
す

る
中

、
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

を
活

用
し

つ
つ

、
農

地
の

保
全

に
取

り
組

ん
で

き
た

。

〇
令

和
２

年
度

３
月

に
「

土
佐

天
空

の
郷

保
全

会
」

を
設

立
。

本
山

町
全

域
を

１
組

織
と

し
て

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

を
活
用

。
そ

れ
に

よ
っ

て
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

を
さ

ら
に

有
効

活
用

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

〇
農

村
R
MO

モ
デ

ル
形

成
支

援
事

業
を

活
用
し

、
地

域
農

業
の

維
持

・
活

性
化

に
向

け
て

新
た

な
取

組
に

挑
戦

。
地

域
の

多
様

な
関

係
者

で
議

論
し

、
畦

畔
の

防
草

対
策

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

用
水

路
管

理
な

ど
の

実
証

を
行

う
。

〇
実

証
結

果
を

各
団

体
に

継
承

し
、

取
組

の
さ

ら
な

る
進

化
を

図
っ

て
い

る
。

○
集

落
単

位
の

課
題

を
町

全
体

の
課

題
と

し
て

捉
え

る
意
識

が
生

ま
れ

た
。

○
セ

ン
チ

ピ
ー

ト
グ

ラ
ス

の
吹

き
付

け
に

よ
り

、
農

繫
期
の

草
刈

回
数

を
抑
え

ら
れ

る
可

能
性

。

○
遠

隔
の

水
位

監
視

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

水
の

見
回

り
時

間
を

削
減

。

○
新

規
就

農
者

へ
の

農
業

機
械

の
レ

ン
タ

ル
制

度
の

確
立
に

向
け

、
貸

出
期
間

や
台

数
、

貸
出

金
額
の

目
安

を
把

握
で
き

た
。

○
小

さ
な

田
ん

ぼ
で

活
用

し
に

く
か

っ
た

牛
糞

堆
肥

を
ペ
レ

ッ
ト

化
。

○
集

落
ご

と
に
中

山
間

地
域

等
直
接

支
払

交
付

金
を

活
用

し
課

題
に

取
り

組
ん
で

い
た

が
、

町
ぐ

る
み

で
対

応
す

る
こ

と
で

よ
り

多
く

の
町
民

の
参

加
や

大
規

模
な

修
繕

の
対

応
が

可
能

と
な

る
の

で
は
な

い
か

と
の

視
点

か
ら

、
本

山
町

全
域

を
１

組
織

と
し

て
多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

を
活

用
。

○
し

か
し

、
人
口

減
少

が
顕

著
で
あ

り
、

集
落

の
戸

数
減

少
が

進
ん

で
い

る
。
早

め
に

手
を

打
た

な
け

れ
ば

農
地

維
持

の
体

力
が

限
界

を
迎
え

て
し

ま
う

と
い

う
危

機
感

を
も

っ
て

い
る

。

○
ま

た
、

高
齢
者

の
単

身
世

帯
や
認

知
症

の
高

齢
者

が
増

加
し

て
お

り
、

安
心
し

て
生

活
で

き
る

環
境

づ
く

り
が

必
要

。

○
町

の
将

来
に
向

け
て

新
た

な
取
組

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

地
域

の
状

況
や

課
題

○
町

内
全

域
に

声
掛

け
を

し
て

、
本

山
町

の
理

想
像

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
。

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

が
作

成
さ

れ
、

緊
急

性
・

重
要

性
の

高
い

内
容

に
つ
い

て
実

証
を

行
う

。

○
畦

畔
の

防
草

対
策
の

研
究

並
び

に
実

証

○
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

用
水

路
管

理
の

実
証

○
農

業
機

械
の

レ
ン
タ

ル
制

度
確

立

○
堆

肥
を

活
用

し
た
地

域
循

環
型

農
業

の
研

究

○
直

売
所

・
棚

田
を
活

用
し

た
関

係
人

口
構

築

○
農

村
R
M
O
モ

デ
ル

形
成

支
援

事
業

に
よ

っ
て

、
将

来
に

向
け

た
取

組
の

道
筋

が
作

ら
れ

た
。

○
こ

れ
に

沿
っ

て
各

組
織

が
各

種
交

付
金

を
活

用
し

、
取

組
を

具
体
化

。

農
村

R
M
O
の

取
組

取
組

の
効

果

【
地

区
概

要
】

・
取

組
面

積
：

1
9
5
h
a

（
田

1
8
2h
a
、

畑
1
3
h
a
 ）

・
資

源
量

：
水

路
5
7
.
3k
m
、

農
道

4
3
.
5k
m
、

た
め

池
1箇

所
・

主
な

構
成

員
：

1
8
集

落
・

交
付

金
約

1
4
百

万
円
（

R
6
）

地
域

の
維

持
・

活
性

化
に

向
け

た
新

た
な

取
組

を
下

支
え

農
地
維
持
支
払

資
源
向
上
支
払
（
共
同
、
長
寿
命
化
）

土
佐
天
空

の
郷
保
全
会
（
高
知
県
本
山
町
）

○
令

和
４

年
６

月
に

農
村

R
M
O
「

本
山

町
農
村

み
ら

い
会

議
」

を
設

立
し

、
町
ぐ

る
み

で
新

た
な

取
組

に
挑

戦
。

○
農

業
関

係
者

だ
け

で
な

く
、

地
域

運
営
も

行
う

集
落

活
動

セ
ン

タ
ー

も
参

画
。

○
多

面
的

機
能

支
払

活
動

組
織

は
、

新
た
な

取
組

を
支

え
る

役
割

を
担

う
。農
村

R
M
O
の

設
立

主
な

実
証

内
容

水
位

監
視

シ
ス

テ
ム
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・
本

⼭
町

を
1組

織
と

し
て

多
⾯

的
機

能
支

払
交

付
⾦

を
活

用
。

・
中

⼭
間

地
域

直
接

支
払

を
そ

の
他

の
取

組
に

活
用

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

た
。

St
ep

1（
R2

）
土
佐
天
空
の
郷
保
全
会
を

設
立

「
本
山
町
農
村
み
ら
い
会
議

」
農

村
R
M
O
形

成
モ

デ
ル

支
援

事
業

を
活
用

（
R
4
～

R
6
）

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

が
作

ら
れ

、
緊

急
性

・
重

要
性

の
高

い
内
容

に
つ

い
て

、
以

下
の

よ
う

な
新

た
な

取
組

を
行

う
。

【
農

地
保

全
】

①
防

草
対

策
②
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

用
水

路
管

理
③
農

業
機

械
の

レ
ン

タ
ル

④
ブ

ラ
ン

ド
米

の
振

興
（

土
佐

天
空

の
郷

）
⑤
堆

肥
を

活
用

し
た

地
域

循
環

型
農

業

【
地

域
資

源
の

活
用

】
⑥
本

山
さ

く
ら

市
の

維
持

発
展

⑦
直

売
所

・
棚

田
を

活
用

し
た

関
係

人
口

構
築

⑧
美

し
い

景
観

づ
く

り
⑨
地

域
農

産
物

を
活

用
し

た
加

工
品

開
発

⑩
農

産
物

の
付

加
価

値
販

売

【
生

活
支

援
】

⑪
野

菜
集

出
荷

⑫
雇

用
創

出
（

お
仕

事
バ

ン
ク

）

・
令

和
４

年
６

⽉
に

「
本

⼭
町

農
村

み
ら

い
会

議
」

を
設

⽴
。

【
構

成
員

】
本

⼭
町

農
業

公
社

、
集

落
活

動
セ

ン
タ

ー
2組

織
、

本
⼭

町
社

会
福

祉
協

議
会

、
営

農
組

合
4組

織
、

農
事

組
合

法
人

、
⼟

佐
天

空
の

郷
保

全
会

、
中

⼭
間

等
直

接
支

払
事

業
を

活
用

す
る

集
落

協
定

17
協

定
、

本
⼭

町
・

町
内

全
域

に
声

掛
け

を
し

て
、

本
⼭

町
の

理
想

像
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

。

St
ep

2（
R４

）

農
村
R
M
O
「
本
山
町
農
村

み
ら
い
会
議
」
の
設
立

令
和
２
年
度
以
前

多
⾯

的
機

能
支

払
交

付
⾦

は
1集

落
の

み
取

り
組

む
。

ほ
と

ん
ど

の
集

落
で

は
、

中
⼭

間
地

域
直

接
支

払
を

活
用

し
て

農
地

の
維

持
を

⾏
っ

て
い

た
。

地
域
の
状
況

集
落

ご
と

に
地

域
課

題
の

解
決

に
取

り
組

ん
で

き
た

が
、

以
下

の
よ

う
な

課
題

が
顕

在
化

①
集

落
内

の
マ

ン
パ

ワ
ー

不
⾜

②
農

地
・

農
業

イ
ン

フ
ラ

の
維

持
困

難
③

ブ
ラ

ン
ド

農
産

物
の

課
題

④
地

域
経

済
・

流
通

の
衰

退
⑤

景
観

・
地

域
資

源
の

荒
廃

「
本
山
町
農
村
み
ら
い
会
議

」
・

中
⼭

間
地

域
等

直
接

支
払

制
度

を
活

用
【

農
地

保
全

】
③
農

業
機

械
の

共
同

利
用

④
ブ

ラ
ン

ド
米

の
振

興
（

土
佐

天
空

の
郷

）
【

地
域

資
源

の
活
用

】
⑦
直

売
所

・
棚

田
を

活
用

し
た

関
係

人
口

構
築

⑧
美

し
い

景
観

づ
く

り
⑨
地

域
農

産
物

を
活

用
し

た
加

工
品

開
発

【
新

規
】

・
農

産
物

の
付

加
価

値
販

売
（

商
談

会
参

加
等
）

・
鳥

獣
害

対
策

（
防

護
柵

・
電

柵
設

置
）

「
高
知
県
・
本
山
町
」

・
地

⽅
創

生
の

交
付

⾦
を

活
用

【
農

地
保

全
】

①
防

草
対

策
②
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

用
水

路
管

理
④
ブ

ラ
ン

ド
米

の
振

興
（

土
佐

天
空

の
郷

）
・
農

道
拡

幅
整

備
・
水

路
管

理
道

整
備

【
地

域
資

源
の

活
用

】
⑥
本

山
さ

く
ら

市
の

維
持

発
展

⑦
直

売
所

・
棚

田
を

活
用

し
た

関
係

人
口

構
築

⑩
農

産
物

の
付

加
価

値
販

売

【
農

地
保

全
】

⑤
堆

肥
を

活
用

し
た

地
域

循
環

型
農

業
・

Jク
レ

ジ
ッ

ト
の

推
進

「
本
山
町
畜
産
環
境
対
策
協
議
会
」

・
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

⾦
を

活
用

【
農

地
保

全
】

⑤
堆

肥
を

活
用

し
た

地
域

循
環

型
農

業

「
本
山
町
」

・
花

の
ま

ち
づ

く
り

基
⾦

を
活

用
【

地
域
資

源
の

活
用

】
⑧

美
し
い

景
観

づ
く

り
（

芝
桜

の
植

栽
等
）

St
ep

3（
R7

〜
）

「
土
佐
天
空
の
郷
保
全
会
」

・
多

⾯
的

機
能

支
払

交
付

⾦
を

活
用

町
内
全

域
の

農
地

保
全

を
行

い
、

新
た

な
取
組

を
下

支
え

。

R
4
～

R
6
に

実
施

し
た

各
事

業
は

各
団

体
に

継
承

し
、

横
展

開
を

計
画

セ
ン

チ
ピ

ー
ド

グ
ラ

ス
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〇
周

世
地

区
は

、
兵

庫
県

の
西

南
端

、
岡

山
県

と
の

県
境

に
あ

る
赤

穂
市

の
北

部
に

位
置

す
る

中
山

間
地

域
で

あ
り

、
地

区
の

南
部

を
山

陽
新

幹
線

が
通

っ
て

い
る

。

〇
平

成
1
9
年

度
か

ら
農

地
・

水
・

環
境

保
全

向
上

対
策

に
取

り
組

み
、

地
域

ぐ
る

み
で

地
域

資
源

の
保

全
活

動
を

実
施

し
て

い
る

が
、

農
地

は
ほ

場
整

備
完

了
後

４
０

年
近

く
が

経
過

し
、

省
力

化
に

向
け

た
更

な
る

改
善

が
必

要
に

な
っ

て
い
る

。

〇
ま

た
、

人
口

減
少

や
高

齢
化

が
進

み
、

空
き

家
の

増
加

や
過

疎
化

に
よ

る
農

業
従

事
者

の
後

継
者

・
人

材
不

足
が

深
刻

化
し
て

お
り

、
農

用
地

保
全

や
高

齢
者

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
環

境
づ

く
り

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

〇
農

村
R
MO

モ
デ

ル
形

成
支

援
事

業
を

活
用
し

、
周

世
地

区
・

有
年

横
尾

地
区

の
組

織
を

統
括

再
編

し
、

連
携

す
る

組
織

体
を

形
成

し
、

農
用

地
保

全
・

地
域

資
源

活
用

・
生

活
支

援
に

取
組

む
体

制
を

整
備

す
べ

く
取

り
組

ん
で

い
る

。

○
こ

れ
ま

で
は

地
域

の
話

し
合

い
の

回
数

が
少

な
か

っ
た

が
、
農

村
R
M
O
に

取
り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
月

に
2～

3
回

に
増

え
、

地
域

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

活
発

に
。

○
少

子
高

齢
化

が
進

行
す

る
中

で
の

農
村

の
維

持
や

経
営

的
な
視

点
に

つ
い

て
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
活

動
を

越
え

て
、

非
農

家
も

含
め

た
住
民

み
ん

な
で

問
題

を
共

有
し

、
重

要
性

を
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
新

た
な

特
産

品
の

開
発

に
向

け
、

ニ
ン

ニ
ク

、
落

花
生

等
の
栽

培
の

実
証

を
行

う
。

○
草

刈
の

省
力

化
に

向
け

て
、

リ
モ

コ
ン

草
刈

機
を

導
入

。
活
用

に
向

け
実

習
を

行
っ

た
。

○
住

民
へ

の
双

方
向

の
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
「

結
ネ

ッ
ト

」
を
地

域
の

人
材

を
活

用
し

開
発

。
従

来
の

回
覧

板
よ

り
、

短
時

間
で

情
報

伝
達

が
可

能
に

な
っ

た
。

○
農

用
地

の
施

設
管

理
や

農
村

の
良

好
な

環
境

を
保

全
す

る
た

め
に
、

平
成

1
9
年

度
か

ら
「
農

地
・

水
・

環
境

保
全
向

上
対

策
」

に
取

り
組
み

、
地

域
ぐ

る
み

で
地

域
資

源
の

保
全

活
動

を
実
施

し
て

い
る

。

○
農

地
は

、
人

口
減

少
が

進
む

中
、

営
農

や
管

理
の

省
力

化
に

向
け
た

大
区

画
化

や
パ

イ
プ
ラ

イ
ン

化
な

ど
が

必
要
と

な
っ

て
い

る
。

○
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
の

対
象

外
の

山
間

部
の

農
地

は
、

用
水
供

給
が

困
難

か
つ

不
整
形

地
で

あ
り

、
営

農
が
難

し
く

耕
作

放
棄

地
と

な
っ

て
し

ま
っ

て
い
る

。

○
人

口
減

少
や

高
齢

化
が

進
み

、
空

き
家

の
増

加
や

過
疎

化
に

よ
る
農

業
従

事
者

の
後

継
者
・

人
材

不
足

が
深

刻
化
し

て
お

り
、

農
用

地
保
全

に
加

え
、

高
齢

者
が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
環
境

づ
く

り
が

課
題

と
な
っ

て
い

る
。

地
域
の

状
況

や
課

題

○
令

和
３

年
度

に
「

人
・

農
地

プ
ラ

ン
」

を
策

定
、

令
和

４
～

５
年

度
に

住
民

主
体

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

、
地

域
の

魅
力
や

課
題

に
つ

い
て
検

討
。

○
「

赤
穂

ふ
れ

あ
い

の
森

」
を

共
同

で
管

理
す

る
有

年
横

尾
地

区
と

協
力

し
、

広
域

的
な

環
境

保
全

や
地

域
の

活
性

化
を

図
る

べ
く

、
多

面
的

機
能

支
払

の
活

動
組

織
が

中
心

と
な

っ
て

、
令

和
６

年
４

月
に

農
村

R
M
O
「

豊
か

な
郷

づ
く

り
協

議
会
」

を
立

ち
上

げ
た
。

農
村

R
M
O
事

業
を

活
用

取
組

の
効

果

【
地

区
概

要
】

・
取

組
面

積
：

3
3
h
a

（
田

3
3
ha
、

畑
0
h
a
 
）

・
資

源
量

：
水

路
1
0
.
4k
m
、

農
道

3
.
1
km
、

た
め

池
0箇

所
・

主
な

構
成

員
：

農
業

者
、

営
農

組
合

、
水

利
組

合
、

自
治

会
、

子
供

会
、

老
人

ク
ラ

ブ
、

消
防
団

・
交

付
金

約
3
百

万
円
（

R
6
）

農
村

RM
Oに

取
り

組
み

地
域

を
活

性
化

農
地
維
持
支
払

資
源
向
上
支
払
（
共
同
、
長
寿
命
化
）

周
世
美
し

い
村
づ
く
り
活
動
組
織
（
兵
庫
県
赤
穂
市
）

豊
か
な
郷
づ
く
り
協
議
会

周
世
土
地
利
用
組
合

周
世
ふ
れ
あ
い

市
場
企
業
組
合

周
世
美
し
い
む
ら
づ

く
り
活
動
組
織

周
世

地
区

の
既

存
組

織

周
世
地
区
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
検
討
委
員
会

自
治
会

老
人
会

女
性
会

消
防
団

獅
子
舞
保
存
会

PT
A

各
組
織
が
連
携
し

て
農
用
地
保

全
・
地
域
資
源

活
用
・
生
活
支
援

に
取
り
組
む

体
制
を
整
備

統
括
組
織

役
員
は
同
じ

メ
ン
バ
ー
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〇
後

継
者

育
成

や
法

人
化

、
６

次
産

業
化

、
ス

マ
ー

ト
農

業
の

導
入

に
よ

る
省

⼒
化

を
⾏

い
、

農
業

経
営

の
安

定
化

を
目

指
す

。

○
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
の

利
用

に
よ

り
、

円
滑

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
図

れ
る

地
域

を
目

指
す

。

今
後

の
展

望

・
平

成
19

年
度

か
ら

農
地

・
⽔

・
環

境
保

全
向

上
対

策
に

取
り

組
み

、
共

同
活

動
を

実
施

。
・

ほ
場

整
備

済
み

の
33

ha
が

対
象

。

St
ep

1（
H1

9〜
）

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
に
取
り
組
む

6次
産
業
化
の
推
進

・
構

成
員

の
⼥

性
グ

ル
ー

プ
に

よ
っ

て
運

営
さ

れ
て

い
る

直
売

所
「

周
世

ふ
れ

あ
い

市
場

」
も

参
画

。
・

地
域

の
農

産
物

を
活

用
し

た
弁

当
や

シ
フ

ォ
ン

ケ
ー

キ
の

商
品

開
発

な
ど

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

課
題

地
域

人
口

の
減

少
に

よ
り

、
農

業
従

事
者

の
高

齢
化

・
減

少
、

営
農

組
織

の
弱

体
化

、
後

継
者

の
育

成
に

課
題

生
活
支
援

・
住

⺠
へ

の
双

⽅
向

の
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
「

結
ネ

ッ
ト

」
を

開
発

。
従

来
の

回
覧

板
よ

り
、

短
時

間
で

情
報

伝
達

が
可

能
に

な
っ

た
。

・
周

世
⾃

治
会

と
周

世
⼟

地
利

用
組

合
で

、
地

域
農

業
の

人
と

農
地

に
関

す
る

将
来

の
⽅

向
性

を
定

め
た

。

St
ep

２
（

R3
）

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定

・
⾃

治
会

を
中

心
に

県
・

市
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

地
域

の
魅

⼒
や

課
題

に
つ

い
て

検
討

を
重

ね
る

。
・

そ
の

結
果

、
地

域
課

題
を

総
合

的
に

考
え

て
い

く
こ

と
に

な
っ

た
。

St
ep

３
（

R4
〜

R5
）

住
民
主
体
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

・
令

和
６

年
４

⽉
に

農
村

RM
O

「
豊

か
な

郷
づ

く
り

協
議

会
」

を
設

⽴
。

・
地

域
の

活
性

化
に

向
け

て
、

農
用

地
保

全
・

地
域

資
源

活
用

・
生

活
支

援
に

取
り

組
む

。

St
ep

４
（

R6
）

農
村
R
M
O
「
豊
か
な
郷
づ
く

り
協
議
会
」
の
設
立

リ
モ

コ
ン

草
刈

機
実

習

ド
ロ

ー
ン

操
作

・
実

習

デ
ジ

タ
ル

化
検

討
会

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

以
下

の
取

組
を

実
践

し
て

い
く

こ
と

を
定

め
た

。
①

農
用

地
を

次
世

代
に

引
き

継
ぐ

た
め

の
維

持
保

全
と

組
織

体
制

の
確

⽴
②

赤
穂

ふ
れ

あ
い

の
森

の
活

性
化

や
生

態
系

の
保

全
③

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
充

実
し

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
仕

組
み

づ
く

り

St
ep

５
（

R6
）

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

・
ビ

ジ
ョ

ン
作

成
過

程
に

お
い

て
、

地
域

内
の

話
し

合
い

の
回

数
が

多
く

な
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
活

発
に

。
地

域
の

課
題

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
当

事
者

意
識

を
醸

成
。

＜
農
村
RM
O
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
の
苦
労
し
た
点
＞

〇
農

村
RM

O
で

の
「

取
り

組
み

内
容

」
、

「
ど

の
よ

う
な

成
果

が
得

ら
れ

る
か

」
、

「
多

⾯
的

機
能

支
払

交
付

⾦
、

地
域

計
画

と
の

兼
ね

合
い

」
等

、
事

業
制

度
に

つ
い

て
構

成
員

に
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

に
粘

り
強

く
説

明
。

１
年

た
っ

て
よ

う
や

く
浸

透
し

て
き

た
。

・
多

⾯
的

機
能

支
払

の
活

動
組

織
「

美
し

い
村

づ
く

り
活

動
組

織
」

と
農

村
RM

O
「

豊
か

な
郷

づ
く

り
協

議
会

」
は

、
代

表
を

含
め

構
成

員
は

重
複

し
て

い
る

。
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〇
滝

・
金

屋
地

区
は

、
京

都
府

北
部

の
日

本
海

に
面

す
る

与
謝

野
町

の
南

西
部

に
位

置
す

る
中

山
間

地
域

で
あ

る
。

農
地

の
ほ
と

ん
ど

は
水

田
で

あ
り

、
水

稲
や

大
豆

を
中

心
に

営
農

を
行

っ
て

い
る

。

○
滝

・
金

屋
農

業
振

興
会

は
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

及
び

中
山

間
直

接
支

払
を

活
用

し
、

農
地

保
全

に
取

り
組

ん
で

き
た
が

、
人

口
減

少
が

激
し

く
、

省
力

化
を

行
う

こ
と

が
必

須
に

な
っ

て
い

た
。

〇
持

続
可

能
な

地
域

づ
く

り
と

農
業

振
興

に
よ

る
地

域
活

性
化

を
目

指
し

て
平

成
2
7
年

に
設

立
さ

れ
た

「
与

謝
地

域
山

村
活

性
化

協
議

会
」

に
お

い
て

、
令

和
４

年
か

ら
農

村
R
M
O
事
業

に
取

り
組

む
。

○
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

農
薬

散
布

や
直

播
に

よ
っ

て
、

農
作

業
の

省
力

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

○
地

域
の

人
材

を
活

用
し

、
地

図
情

報
シ

ス
テ

ム
（

G
I
S
）

を
整

備
。

誰
が

ど
の

農
地

を
耕

作
し

て
い

る
か

瞬
時
に

把
握

可
能

に
。

耕
作

者
の

農
地

の
意

向
も
反

映
で

き
、

地
域

計
画

作
成

に
も

役
立

っ
て

い
る

。
ま

た
、

長
寿

命
化

で
整

備
し

た
時
期

や
事

業
費

も
G
I
S
に

プ
ロ

ッ
ト

し
、

見
え

る
化

す
る

こ
と

が
可

能
に

。

○
ド

ロ
ー

ン
の

有
効

性
が

確
認

で
き

、
組

織
内

で
免

許
を

取
得

し
今
後

本
格

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
方

針
を

定
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
旧

与
謝

村
（

与
謝

地
区

・
滝

地
区

・
金

屋
地

区
）

の
人

口
は

現
在

約
1
2
0
0
人

。
1
0年

前
か

ら
2
割

程
度

減
少

し
て

い
る

。
約

3
0
年

後
に
は

、
現

在
か

ら
4
割

程
度

減
少
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ
、

大
き

な
課

題
と

な
っ

て
い
る

。

○
農

業
な

ど
の

地
域

産
業

の
労

働
力

不
足

、
人

口
減

少
に

よ
る

購
買
力

の
低

下
に

よ
り
、

地
域

の
疲

弊
が

加
速

し
て

い
く

こ
と

が
予

測
さ
れ

る
。

地
域

の
状

況
や

課
題

取
組

の
効

果

【
地

区
概

要
】

・
取

組
面

積
：

1
0
4
h
a

（
田

9
9
.5
h
a
、

畑
4
.
4
h
a 
）

・
資

源
量

：
水

路
4
6
.
7k
m
、

農
道

1
9
.
8k
m
、

た
め

池
0箇

所
・

主
な

構
成

員
：

農
業

者
、

農
業

組
合

、
自

治
会

、
よ

さ
の

う
み

福
祉

会
、

(
有

)
あ

っ
ぷ

る
ふ

ぁ
ー

む
、

(
有

)
誠

武
農

園
な
ど

・
交

付
金

約
８

百
万

円
（

R
6
）

想
い

を
引

き
継

ぎ
、

地
域

を
守

る
取

組
の

中
核

と
な

る

農
地
維
持
支
払

資
源
向
上
支
払
（
共
同
、
長
寿
命
化
）

滝
・
金
屋

農
業
振
興
会
（
京
都
府
与
謝
野
町
）

○
『

少
な

く
な

る
人

口
で

農
地

保
全

と
農

業
振

興
を

図
る

』
、

『
魅

力
あ

る
農

村
づ

く
り

を
進
め

る
』

こ
と

を
目

的
に
、

農
村

R
M
O
形

成
推

進
事
業

に
取

り
組

む
。

○
滝

・
金

屋
農

業
振

興
会

事
務

局
は

、
「

与
謝

地
域

山
村

活
性

化
協

議
会

」
の

事
務

局
も

担
っ
て

お
り

、
農

村
R
M
O
形

成
推
進

事
業

の
実

施
に

向
け
て

、
各

組
織

と
の

調
整

役
と

な
っ

て
い

る
。

農
村
R
M
O
の

取
組

○
滝

・
金

屋
農

業
振

興
会

の
設

立
時

に
は

、
当

時
30
代

の
若

手
も

参
加

。
経

験
を

積
み

現
在

の
中

心
メ

ン
バ

ー
と

な
っ

て
い

る
。

○
滝

・
金

屋
農

業
振

興
会

は
「

与
謝

地
域

山
村

活
性
化

協
議

会
」

事
務

局
を

担
い

な
が

ら
、

農
用

地
保

全
、

地
域

資
源

活
用

を
担

当
。

○
構

成
員

で
あ

る
地

元
企

業
の

(
有
)
あ

っ
ぷ

る
ふ

ぁ
ー

む
、

(
有

)
誠

武
農

園
は
、

地
域

農
業

の
担

い
手

と
し

て
農

地
を

保
全

。

○
(
有

)
あ

っ
ぷ

る
ふ

ぁ
ー

む
で

は
、

滝
・

金
屋

農
業

振
興

会
が

購
入

し
た

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
農

薬
散

布
や

、
直

播
栽

培
の

実
証

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

○
社

会
福

祉
法

人
よ

さ
の

う
み

福
祉

会
と

農
福

連
携
し

、
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
の

活
動

へ
の

参
加

、
農

業
や

加
工

品
製

造
を

行
っ

て
い

る
。

滝
・
金
屋
農
業
振
興
会

の
取

組
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そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
を

⾏
う

際
に

地
域

内
で

話
し

合
い

が
⾏

わ
れ

て
お

り
、

地
域

内
で

合
意

形
成

を
⾏

う
基

盤
が

で
き

て
い

た
た

め
、

農
村

RM
O

形
成

支
援

事
業

に
ス

ム
ー

ズ
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。

・
昭

和
10

年
代

生
ま

れ
の

人
が

リ
ー

ダ
ー

に
な

り
、

地
区

の
連

携
を

模
索

。
・

京
都

府
独

⾃
の

「
命

の
⾥

」
事

業
を

活
用

し
、

平
成

22
年

に
滝

地
区

と
⾦

屋
地

区
の

中
⼭

間
組

織
を

⼀
本

化
。

・
平

成
24

年
に

農
地

・
⽔

の
組

織
も

合
併

し
、

滝
・

⾦
屋

農
業

振
興

会
が

設
⽴

。St
ep

3（
H2

4）
滝
・
金
屋
農
業
振
興
会
の

設
立

課
題

人
口

減
少

、
高

齢
化

が
著

し
い

中
、

農
地

保
全

を
⾏

っ
て

い
く

た
め

に
新

た
な

取
組

を
⾏

う
必

要
が

あ
る

。

農
村
RM
O
形
成
⽀
援
事
業
の
主
な
取
組

『
少

な
く

な
る

人
口

で
農

地
保

全
と

農
業

振
興

を
図

る
』

、
『

魅
⼒

あ
る

農
村

づ
く

り
を

進
め

る
』

た
め

の
調

査
研

究
を

実
施

。
【

地
図

情
報

シ
ス

テ
ム

(G
IS

)の
整

備
】

○
誰

が
ど

の
農

地
を

耕
作

し
て

い
る

か
瞬

時
に

把
握

可
能

に
。

耕
作

者
の

農
地

の
意

向
も

反
映

で
き

、
地

域
計

画
作

成
に

も
役

⽴
っ

て
い

る
。

○
⻑

寿
命

化
で

整
備

し
た

時
期

や
事

業
費

を
⾒

え
る

化
○

独
居

⽼
人

の
居

住
地

や
、

空
き

家
の

所
在

地
等

の
情

報
を

⼀
元

化
【

⽔
⽥

の
省

⼒
化

の
取

組
】

○
Io

Tネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

網
の

整
備

に
よ

る
ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
践

。
○

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
農

薬
散

布
や

⾒
回

り
時

間
の

削
減

【
オ

ン
ラ

イ
ン

サ
イ

ト
の

構
築

】
○

地
域

の
特

産
品

を
w

eb
上

で
販

売
可

能
に

。

・
農

地
、

道
路

等
の

イ
ン

フ
ラ

を
整

備
。

・
換

地
等

を
⾏

う
た

め
に

話
し

合
い

が
⾏

わ
れ

、
地

域
で

合
意

形
成

を
⾏

う
基

盤
が

で
き

た
。

St
ep

1（
S5

4〜
S6

1）

府
営
ほ
場
整
備
事
業

・
各

集
落

で
農

地
・

⽔
・

環
境

保
全

向
上

対
策

、
中

⼭
間

直
接

支
払

制
度

に
取

り
組

む
。

・
交

付
⾦

を
地

区
内

で
活

用
す

る
た

め
に

話
し

合
い

が
⾏

わ
れ

た
。

St
ep

2（
H1

2〜
H2

1）

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策

中
山
間
直
接
支
払
制
度

滝
・
金

屋
農

業
振

興
会

・
多

⾯
的

機
能

支
払

交
付

⾦
、

中
⼭

間
直

接
支

払
だ

け
で

な
く

、
人

・
農

地
プ

ラ
ン

、
農

地
・

中
間

管
理

事
業

、
農

村
型

小
規

模
⾃

治
推

進
事

業
、

地
域

計
画

を
実

施
。

・
収

益
事

業
と

し
て

は
、

森
の

直
売

所
の

運
営

、
よ

さ
の

や
さ

い
の

駅
（

道
の

駅
）

の
運

営
も

⾏
っ

て
い

た
。

・
『

少
な

く
な

る
人

口
で

農
地

保
全

と
農

業
振

興
を

図
る

』
、

『
魅

⼒
あ

る
農

村
づ

く
り

を
進

め
る

』
こ

と
を

主
目

的
。

・
滝

・
⾦

屋
農

業
振

興
会

は
、

「
与

謝
地

域
⼭

村
活

性
化

協
議

会
」

の
事

務
局

と
し

て
中

心
を

担
う

。

St
ep

4（
R４

〜
R6

）

農
村
R
M
O
形
成
支
援
事
業
に

取
り
組
む

○
多

⾯
的

機
能

支
払

制
度

や
中

⼭
間

直
接

支
払

制
度

を
活

用
し

、
農

地
保

全
の

取
組

を
進

め
る

。
○

農
村

RM
O

形
成

支
援

事
業

で
の

成
果

を
生

か
し

、
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

省
⼒

化
（

農
薬

散
布

、
追

肥
、

直
播

）
を

本
格

化
し

て
い

く
。

今
後

の
展

望

昭
和

⼀
桁

生
ま

れ
の

人
が

中
心

昭
和

10
年

代
生

ま
れ

の
人

が
中

心

昭
和

50
年

代
生

ま
れ

の
人

が
中

心

当 時 の 若 者 も 役 割

を 与 え ら れ 参 加

地
図

情
報

シ
ス

テ
ム

⽔
管

理
シ

ス
テ

ム
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活動組織と外部をつなぐマッチ
ングサイトを作ります

・都道府県推進組織及び全国⼟地改良事業団体連合会が、外部
からの支援を受けるためのマッチングサイトを作成します。
（令和８年４⽉ 運用開始予定）
・多くの都道府県推進協議会でこの仕組みを構築しようと取り
組んでいます。
・人材不⾜でお悩みの活動組織の皆様、マッチングサイトの活
用を検討してみてはいかがでしょうか。
・関心のある⽅、活動組織、企業、団体の⽅々は、こちらまで
お問い合わせください。
連絡先︓全国⼟地改良事業団体連合会 TEL:03-3234-5480

・多⾯的機能支払交付⾦では、活動組織がパートタイム労働者
を募集し、地域の共同活動に参画いただくことが可能です。

活動組織
外部の団体
（企業等）

個人

マッチングサイト

マッチング
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・実際に活動を⾏います。

• リストを外部の⽅々が確認
し各都道府県推進協議会に
連絡します。

• 推進協議会が受け入れ先と
なる活動組織を紹介します。

• 外部の作業希望者と直接連
絡し打合せを⾏います。

マッチングサイトのイメージ（⼀例）
• 所定の申込書（後日配布予定）に活動組織の概要、受入可能な

時期・作業等を記入し、各都道府県推進協議会に提出します。

• 申込書を基に支援を希望する組織として、全国⼟地改良事業団
体連合会、各都道府県推進協議会のホームページで公表します。

活動時期活動内容活動場所名称

・・・・・・・・○○村○○資源保全会

・・・・・・・・○○町○○を守る会

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

• 支援を希望する活動を『 １
日農業バイトアプリ
daywork 』に登録します。

• 作業希望者から応募があり
ます。

• 作業者を決定します。

• 作業者と直接詳細を打合せ
します。

【『 １日農業バイトアプリ
daywork 』を活用する場合】

【都道府県推進協議会が
調整を⾏う場合】

外部からの支援を希望する活動組織リスト

-48-


